
  

 

 

 

IASB Update 
2020年 4月臨時－covid-19の影響 
 
審議会は 2020 年 4 月 17 日に臨時の会議を開催し、covid-19 の影響につ

いて議論した。審議会は次のことについて議論した。 

• パンデミックにより公開協議文書及び最終的な修正の日程を延長 
するかどうか（アジェンダ・ペーパー32） 

• パンデミックにより「負債の流動又は非流動への分類」の発効日を 
延期するためのデュー・プロセスの手順（アジェンダ・ペーパー32A） 

• パンデミックの結果として生じたか又は生じることが見込まれる 
リース料の変更に対応した IFRS 第 16 号の考え得る修正（アジェン
ダ・ペーパー32B） 
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審議会の日程に対する covid-19の影響（アジェンダ・ペーパー32） 

審議会は次のことを暫定的に決定した。 

 IAS 第 1 号を修正する「負債の流動又は非流動への分類」の発効日を 2023 年 1 月 1 日以後開始
する事業年度に延期することを提案する公開草案を公表する。14 名の審議会メンバー全員がこ
の決定に賛成した。 

 以下の公表した公開協議文書の公開協議期間を約３か月延期する。 

a. 公開草案「全般的な表示及び開示」 

b. 情報要請「IFRS for SMEs基準の包括的レビュー」 

c. ディスカッション・ペーパー「企業結合 ― 開示、のれん及び減損」 

14 名の審議会メンバー全員がこれらの決定に賛成した。 

 審議会は、今後公表予定の公開協議文書及び最終的な修正の認定の変更についても議論した（IASB
作業計画参照）。この危機の不確実性及び変化していく性質により、審議会は引き続き状況をモニター
し、日程の追加的な変更が必要かどうかを考慮する。 

 

負債の流動又は非流動への分類―発効日の延期（アジェンダ・ペーパー
32A） 

http://www.ifrs.org/news-and-events/updates/iasb-updates/
https://www.ifrs.org/news-and-events/podcasts/
https://www.ifrs.org/projects/work-plan/
https://www.ifrs.org/projects/work-plan/
https://www.ifrs.org/projects/work-plan/


 

審議会は、「負債の流動又は非流動への分類」の発効日を延期する提案の公開草案について 30 日の
コメント期間を認めることを暫定的に決定した。14 名の審議会メンバー全員がこの決定に賛成した。 

14 名の審議会メンバー全員が、審議会が適用されるデュー・プロセスの要求事項に準拠しており、
特に、公開草案の書面投票プロセスを開始するための十分な協議及び分析を実施してきたと納得したこ
とを確認した。 

公開草案における提案に反対する意向を示した審議会メンバーはいなかった。 

今後のステップ 

審議会は公開草案を 2020 年 5 月に公表する予定である。 

 

リースと covid-19（アジェンダ・ペーパー32B） 

 審議会は、次のことを暫定的に決定した。 

a. covid-19 に関連した賃料減免がリースの条件変更であるかどうかの評価を免除する選択肢を借手
に与える。 

b. この免除を適用する借手に対し、covid-19 に関連した賃料減免をリースの条件変更ではないかの
ように会計処理することを要求する。 

c. この免除を適用する借手に対し、その旨を開示することを要求する。 

d. 借手に対し、この免除を遡及適用し、修正の適用開始の累積的影響を、借手が修正を最初に適用
する報告期間の期首現在の利益剰余金（又は、適切な場合には、資本の他の内訳項目）の修正と
して認識することを要求する。 

e. この免除を最終的な修正の公表時に直ちに発効させる。 

f. IFRS 財団の評議員会の承認を条件に、IFRS 第 16 号の修正案の公開草案についてのコメント期
間を 14 日とする。 

 14 名の審議会メンバー全員がこれらの決定に賛成した。 

14 名の審議会メンバー全員が、審議会が公開草案の書面投票のプロセスを開始するための適用され
るデュー・プロセスの要求事項に準拠してきたと納得したことを確認した。 

公開草案における提案に反対する意向を示した審議会メンバーはいなかった。 

今後のステップ 

 審議会は、公開草案を 2020 年 4月 27 日までに公表する予定である。 
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